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凡例

このロードマップは主体ごとに色分けしてあります。

行政・市が主体になっているもの

事業者が主体になっているもの



項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

１－１．　事業機会拡大へ向けた中小企業へのサポート強化

（１）県や国などの補助金制度の活用

（２）外部への販路拡大支援

（３）滋賀県工業技術総合センターの活用

重点施策１　事業機会の拡大　工程表（ロードマップ）

情報提供の促進

相談体制の充実

地域ブランド等の外部へ
のPR

施設利用の促進

施設の有効活用

事業者があらゆる制度を有効活用できるよう情報提供の促進 

補助や融資
制度につい
て、市、県、
国について
情報の整理 

中小企業のためのマッ
チングや書類作成など
を手伝うコーディネー
ター役を行政が担う協
力体制づくり 

民間へ移行 人材育成 

年１～２回程度、地場産業や農産物を京都駅、大阪駅など都市

部のイベントで販売し、地域ブランドの浸透を図る 

活動内容等をPRしセンター

の利用促進 

利用のきっかけづくりを商工会で行い、技術相談、設備使用や
講習会の参加を促す 

中小企業に関連する研究会に積極的に参加すように促す 

企業とセンターによる商品の共同開発の事

例を増やす 

企業が技術者の人材育成等に努められるよ

うに支援する 

周辺自治体や関係機関、国、県が実施する各種支援策に関
する情報収集及び整理 

各種支援策をわかりやすく周知 

情報発
信方法
の整備 

ワンストッ

プで対応で

きるような

相談体制

の整備 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

１－２．　地区計画の見直しと商業活性化

（１）安養寺地区（中心市街地）について

・「車を駐車場に停めて歩く」という行動パターンができるようにする。

（２）JR栗東駅前地区について

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

１－３．　域内調達の拡大

（１）市役所庁内における地元地域からの調達比率について

（２）市内事業所に対する域内調達拡大へ向けた要請・懇談の実施

市の全調達に占める地元
地域からの調達比率の引
き上げ

大口需要者への域内
調達拡大の要請

市内小売業者への
働きかけ

買い物環境の整備

地区計画の見直し

まちづくり協議会の発展

地区計画の見直し

駐車場や歩行者の動線の

整備について検討 

街路樹、街路灯の維持・保全などを
事業者、関係団体や行政との協
働・連帯により実施 

官民協働によるコミュニティガーデンづくりを進め、快適に市街地を散策で

きる空間づくりを目指す。 

安養寺地区計画

の見直しを進める 

「モデル創造方式」を用いた地区計画の柔軟な運用を進める 

「安養寺景観まちづくり協議会」を地区活性化における中心の場として発展させる 

地区の商業活性化を目指し

た取組みについて検討する 

様々な取組みにより、まちの賑わいづくりを創出  

地区計画の見直

しの機運づくり 
地区計画の見直しの
検討 

市の全調達に占める市内及び

隣接市から調達の比率を現在

より１０％引き上げる。 

市内各所に対し、食品や消

耗品の納入について、地元

企業の活用を要請。 

小売業者からの
要望を受けなが
ら、具体的に
ニーズにこたえる
方法を検討する。 

「地場産品

コーナー」の

設置 

具体的な場所

を決め整備 

地区計画を

押さえ直す 

モデルケースとして公

立病院などで実施 

大手企業の工場、物流
施設、学校、病院、福祉
施設などに市内及び近
隣市からの調達比率を
引き上げてもらう 

スーパーやコ
ンビニエンスス
トア、生活協同
組合などの
ニーズを調査 

小売業者に

対し、地元事

業者の販路

の拡大を図る 

「地場産品コー
ナー」を設置場所
や設置産品を検討
する 

具体的な設

置場所や産

品を決定 

街路樹、街路灯の維持・保全など
を事業者、関係団体や行政との
協働・連帯により実施 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

１－４．　事業所調査に基づく個別・具体的な支の強化

（１）全事業所調査とデータベースの作成

（２）事業者への事業提案

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

１－５．　市内企業の強みを生かし、共同で戦略的な事業機会の拡大をめざす

（１）自然と人間にやさしい技術開発

・環境負荷を削減し、持続可能な地域づくりをすることが重要な課題

本市は

①自然と立地に恵まれ、多様な環境保全型活動を行う条件がある

（２）農商工連携による商品開発と普及を目指す取り組み

②多様な企業が立地しているため、様々な企業の特性を生かし環境技術を実践することができる

ビジネス・コンシェルジェ
（仮称）の設置

自然と人間にやさしい技
術開発

農商工連携による商品開
発と普及を目指す取り組
み

全事業所調査の実施

企業データベースの作成

市内全事
業所を対
象とした調
査を実施 

支援制度を有効活用するため、市な
どから的確な制度利用のアドバイス
や提案を行う 

各事業所の
強みや特徴
を把握し、
データベー

各事業所のデータベー

スの作成 

データベースをもとに
市内事業所カタログを
作成 

必要な人材

の確保 

 

様々な問い合わせ
に応じ提案のできる
「ビジネスコンシェル
ジェ」（仮称）の配置
を検討 

上記を生かして技術開発・運営のノウハウ開発を行う 

地域循環型経済を推進しつつ環境負荷を削減する事業の普及を図る 

個々の企業の技術開発を通じてそれらの企業の事業機会を拡大 

関連事業
者による
検討を開

市内全事業所を
調査対象とし、調
査方法と内容を
検討 

活用開始 

商品の試作
品の完成 商品化 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

２－１．　地元中小企業の認知を高める活動

（１）中小企業の認知を広げるための情報発信（市内・市外向け）

（２）市内の優れた中小企業を認証する制度の設立

重点施策２　住民・地域に根ざした中小企業の発展　工程表（ロードマップ）

商業ネットワークの構築事
業

個性ある企業の認知

中小企業に対する
認証制度の設立

認証制度の展開

市内商店同士の連携、情報交換を積極的に行い、異
業種との連携交流を進める 

市及び商工会で市内事業者
間連携の場づくり 

街自慢運動（商店

街と工業）の実施 

イベントなどに市内企業の紹介ブースや物販店を設けPRを行う 

市の広報などで、個性的な企業を系統的に紹介 

個性的な企業やユニークな製品・サービスをメ
ディアでとりあがてもらえるように、市から働き
かける。 

すぐれた品質の製
品を生産や品質の
高いサービスを提
供している中小企
業の認証制度の
設立へむけて制度
設計に入る。 

「匠の技」や「人と環境

にやさしい」、「ファミ

リーフレンドリー」と

いったキーワードごと

に認証 

認証マークの

作成 

イベントでの広報活動やチラシ
配布などによる認証取得事業
所の紹介 

メディアへの積極的な働きかけ 

認証制度の設立後、認証事
業所を様々な面で支援して
いく「応援団」の立ち上げ 

どのよう
に展開し
ていくの
か検討し、
中心とな
るイメー
ジを決定 

どういった切り口
で街自慢を行う
のか検討 

表彰制度の

実施 

どういった方向
性で交流する
のか検討 

周知と事業
者との意見
交換による
制度修正 
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（３）新しい顧客層の開拓を目指す商業などの活性化

･具体的な取組み例

○「共同購入」の企画

○ジャンルをこえたセット販売で消費者などの利便を図る取組み

○共同配達の実施

○共同販促の拡大

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

２－２．　ターゲットを絞り込んだ商業活性化策

（１）駅前での活性化・にぎわい拠点づくり

・栗東駅前の広大な広場を有効に活用する

･現在広場を利用した朝市の開催やイルミネーションによる夜の賑わいづくりを行っている。

・顧客と商業者を結びつける取組みとして「共同購入」などを行い、事業者の連携によって新しい顧客層の開発を行い、商業の活性化を目指す

事業者連帯のための
事業局機能の設置へ

向けた検討

手原駅前の活性化

栗東駅前の活性化

賛同する事
業者によっ
て最初は小
規模なところ
からでも始
める 

事業が軌道にのって規模が拡大
した場合、調整にあたる事務局を
設置 

混雑のない手原駅と

一般車が入りにくい渋

滞しやすい草津駅との

違いをPR 

企業送迎バス
等の手原駅利
用を増加させる 
 

手原駅を有効活用し、地域ブランド等の
発信や栗東特名産品、栗東産農作物及
び加工品の販売 

中小企業と行
政、地域住民
が一緒になっ
て実施できるイ
ベントを検討 

芸術文化
会館さきら
の市民活
動拠点とし
て、現状の
使用状況
を把握 

人が集まる仕掛
けづくりの検討・
調査 

具体的にど
ういったこと
に取り組む
のか検討 

まずは地域住
民との交流を
目的としたイ
ベントを実施 

地域住民が中心と

なったイベントに移

行していく。地域住

民に運営に係っても

らう 

市民の
交流の
場として
どのよう
に活用
するのか
検討 

具体的な

イベント開

催 
 

まずは簡単
なもので地
域住民との
交流を目的
とする 

交流が進ん

だら中小企業

の魅力をア

ピールする。 
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（２）買い物客をターゲットとした商業活性化策

（３）来街者を増やすための新しい取組み

・地域及び地域住民の集まる場所の情報発信と新たな場の提供と創出

滞留性や回遊性の向上

地域コミュニティ・ビジネス
の創造と発展

商業活性化策の実施

より利用しやすい
商店街づくり

大規模商業店舗と

の違いを明確化す

る 

既存のイ
ベント及び
近隣イベ
ントを把握 

無料休憩所の設置や送迎
サービス、購入したものを
自宅に届けるサービス、
子供の一時預かり等、どう
いったことが可能なのか
検討。 

くりちゃんバ

スの利用状

況および現状

の把握 

小売店における土・
日・祝日、夜間など
の営業などについて、
地域住民のニーズを
つかむ 
 

商業地へ
の滞留性
を高める
施設の計
画・検討 

社会福祉法人と
共同で、福祉施
設利用者（障が
い者、高齢者）が
働くカフェを設置
することを検討 

街かど展示スペースを創出
し、市民の作品展示などを行
うことで来街者を増やす 

空き物件の情報提
供など、不動産事
業者や商店街の
店舗所有者などに
協力を要請 

コミュニティ・
ビジネスや若
者のチャレン
ジショップ、手
作り品の販売
所などの立地
推進を図る 

地域の人々や本市内での企業

や店舗や店舗経営を目指す若

者による地域コミュニティに立

脚したビジネスサポートを充実

させる 

支援窓口を設置し、物
件や関連する市内の
事業者を紹介 

小規模店舗の利
点を生かした事業
を検討する 

実現可能な事

業から実施 
 

既存にな
い新たな
イベントを
検討 

栗東独自のイベント開催
及び近隣市との共同に
よるイベント開催 

具体化・実現
可能なものか
ら優先順位を
つけ、できるも
のから実施し
ていく。 

商店街の利

用に繋がる

よう検討 
 

実施 

住民のニー
ズにそって、
営業日時の
変更が可能
かどうか検討 
 

住民のニーズ

があり且つ実

現可能なもの

から実施 
 

計画した施

設にみあっ

た空間・空

き店舗の調

査 

現実可能

なものから

実施 

パートナー
となる社会
福祉法人
の募集 
 

カ

フェ

開

業 

物件の
情報整
理及び
情報提
供 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

２－３．　より地域のニーズに適合した事業展開に向けた調査・研究の実施

（１）地域住民と中小企業者を繋げる取組みの検討

（２）市民の消費ニーズについての調査・検討

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

２－４．　長期間を展望した大規模プロジェクトの検討

子ども連れや高齢者など
が階層や消費実態に応じ
た製品・サービスの提供へ
向けて

地産地消の実現

住民への調査及び懇談会
の実施

地域の力を生かした大規
模プロジェクト

子ども連れや

高齢者、障が

い者が安心し

て購買できる

状況づくりをど

のように実施

するか検討 

地域住民の
生活に必要
な製品や
サービスに
関するニー
ズの把握 

地域課題を解決できる商店街・事業者
郡の実現を目指す 

地元購買をよ

り効率よく実

現できるシス

テムの研究 

地元購買をすることに
よって消費者にメリットを
与えられる仕組みづくり 

住民の意識を
具体的に把握
するためにど
のような調査
や懇談会を実
施するのか検
討。 

事業の実現の可能性について、検討し、このうち複数の成功を目指した取組みを１５年間程度を視野に入れ
て進める 

どういった
状況づくり
からはじめ
るのか優先
順位をつけ
る 
 

実施 
 

ニーズを
具現化す
るための
方法など
を検討 

ニーズの

高いもの

から実施

する。 

地産地消
に関する
現状の把
握 

システ
ムの具
体化 

対象者が参加しやすいよ

うな調査や懇談会を企画

し、実施 
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中小企業の振興を考える場合、本市の「強み」

・製造業の分野が多様である

・道路交通の結節点にある

・自然豊かで、近郊型レジャーの資源をもつ

・日本中央競馬会栗東トレーニングセンター、名神高速道路栗東インターチェンジなどによって知名度は高い。

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

３－１．　自然環境と利便性を生かした新たな事業展開

（１）近郊型レジャーの展開

（２）近郊型レジャーに関するニーズ調査

（３）その他の立地を生かした取組みへ向けた検討

重点施策３　栗東の魅力を生かして　工程表（ロードマップ）

近郊型レジャーの展開

近郊型レジャーのニーズ
調査

イベントの誘致

栗東の魅力に惹かれる新
住民の誘致

近郊型レジャー
について既存の
ものを整理見直
し 

観光レジャーで利用でき
そうなものの掘り起こし、
新しいアイディア出し 

アンケート調
査や観光関連
事業者との意
見交換により、
ニーズを把握 

今後の
ニーズの
予測 

利便性と自然の豊かさを生

かせるイベントの検討 

既存イベントの調査・検討 

どういった切り
口で地域のイ
メージを発信
するのか検討 

自然環境を前
面に押し出し
たイメージを
発信 

不動産・開発事業者の協力
について検討し、可能なとこ
ろから実施 

既存の施設、新
しいものを組み
合わせ新しい方
向性を見出す 

現在の市民
や周辺都市
部住民の「自
然とのふれあ
い」状況の把
握 

ニーズに
対して、
可能性の
検討調査 

条件にみあったイベン

トの誘致 

いくつかのイメー
ジに絞った後、メ
ディアに情報発
信 

栗東で暮らす
利点、生活環
境のよさを強
調 

地産地消に積
極的な新住民
の誘致に努め
る 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

３－２．　栗東の知名度とブランド力を生かし、発展させる取組み

（１）農商工連携による商品開発と販売促進

（２）本市の知名度を生かした製品・サービスの開発やブランド向上の取組み

本市の知名度を生かした
製品・サービスの開発や
ブランド向上の取組み

農商工連携による商品開
発と販売促進

「安心・安
全」をキー
ワードとし
た商品開発
を行う 

「安心・安全」の信頼を定着させるため、メ
ディアの働きかけや市内外へのアピールな
どにより統一ブランドの広報を行う 

事業に取り組む事業者に製品開発におけ

る研究機関との協力について支援 

商品などの販売促進のため
に、利便性を生かした取組
みの検討 

名神のインターチェンジ
や日本中央競馬会栗東
トレーニング･センター
の知名度を生かすべく、
それぞれのイメージや
利点を整理 

多くの市民を
巻き込む活動
を検討・企画 

「馬のまち」イメージを生かした市民参加の取組み 

「馬のまち」イメージを利用した事業機会の創造 

「安心・安

全」である

理由を消費

者にアピー

ル 

商品のイメージアップを

はかることにより、ブラン

ド力を高める 

それぞれを
どのように事
業に生かす
のか多様な
角度で検討 

それぞれを生
かした事業を
具体化させる 

企業が中心
としたイベン
ト等を実施。 

企業が下支えとなって、市民が
中心となってイベントを開催 
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一般施策の工程表（ロードマップ）

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

（１）中小企業の経営基盤強化

・実現可能で即効性のある施策

・手続きの簡略化

・空き店舗を利用した｢チャレンジショップ事業｣

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

・

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

従業員の育成

技術者の育成

事業承継の支援

緊急経済対策の実施

経営資金の確保

（２）担い手の育成

起業活動の支援

勤労者福祉の充実

雇用の促進

（３）製造業支援

滋賀県工業技術センターの
利用促進

製品開発・技術支援の拡充

検討 

信用保証料の一部補助 

（平成２５年度より実施） 

手続きの検討 条例改正等 実施 

信用保証や各種融資、補助

制度など経営支援のための

情報収集及び整理 

起業に必要
な情報や手
続きなどの
情報収集 

セミナーや研修会の実施（３ヶ月ごとに開催） 

実施要綱の

検討 

空き店舗の
確保・募
集・選考 

チャレンジショップ     

事業実施 

勤労者向けの融資制度の充実 

中小企業と求職者のマッチングのための会社合同説明会、セミ

ナー等の紹介することにより中小企業の雇用の創出 

能力開発を目的としたセミナーや研修の開催、既存社員の能力

向上を支援 

技能グランプリや技術功労者表彰事業等への推薦をし

技術者の地位及び技術水準の向上を図る 

研修の周知による技術者のスキルアップを支援 

関係支援機関と連携し、相談支援体制の整備及びセミナー開

催や専門家派遣を行う 

経営や事業活性化に必要なノウハウの取得のため、事業主向

けの実践的な研修を充実させる 

積極的な活用方法についての検討・実施 

新たな製品の開発や技術改善等に取り組む事業者への支援機関の情報提供 

実施 

情報提供及び相談 

情報発信 相談機能の充実 

ワークライフバランスや労働

法令の周知 

中小企業で働く勤労
者の生活安定 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

・安全で快適な買い物環境の構築。道路や施設等のバリアフリー化

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

・企業誘致に関する問い合わせや相談に対して、ワンストップでできる体制整備

・企業の立地環境の整備や産業用地の情報収集及び確保ついて検討

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

・商工業者が地域住民との交流を深める

・大学などの研究機関との交流や連携を進め、地域産業の強化と新製品の創出を図る

・各種イベントのより効果的な実施されるよう産学官が一体となり人を呼び込む仕掛けづくり

（６）多様な交流・連携の推進

市と企業の連携

異業種間交流の促進

地元住民との交流

産学官連携の促進

新エネルギー技術を担う大
手企業との連携

（５）産業基盤強化

企業誘致の推進体制の強
化

（４）商業・サービス業支援

買い物環境の改善

魅力ある個店づくりへの支
援

問題箇所の
抽出 

施工箇所の
決定 

バリアフリー化などにより、安

全で快適な環境を構築 

消費者と商業者の交流の場の提供 

アンケートによ

るニーズの把

握 

商品や営業時間
等への反映 

アンケートによ
るニーズの把
握 

商品や営業時間
等への反映 

地域に密着した魅力ある個店づくりに取り組

む事業者を支援 

本市の産業基盤及び住居環境をより増加
させる企業の誘致 

新たな企業の誘致による安定的な雇用の確

保及び財政基盤の確立 

体制の検討 相談体制の実施及び修正 

企業立地の環境整備 

産業用地の確保 

産業用地の情報収集 

企業と市のトップが相互に情報を交換し、共有化を図る 

業種をこえた交流活動や先進的な市街地域との交流を促進 

先進地の視
察 

先進地との
交流 

必要な情報収集とネットワークの形成 

先進地の
視察 

先進地との
交流 

地域行事や防犯、清掃等の地域社会活動へ参加 

大学・研究機関
の抽出 

共同作業や共同研究による地域産業の強化 

新製品の創出 

近隣大学等のとの連携 

市・商工会による企画・運営サポート体制を整
える 

企業アンケート等により大学などからの
支援ニーズを把握しマッチングを進める 

新エネルギー技術を担う大企業と中小企業が関連する技術や部材などで連携 

どういった企

業を誘致す

るか検討 
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項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30～３４ H35～

・観光による来訪者を増加させ地域経済の活性化と文化資源の保存及び魅力の発信

・旧東海道及び旧中仙道の資源を活用

（７）来訪者の増加及び交流機会の確保

地域資源の活用

観光事業の推進

旧道の魅力の活用

来訪者の増加に繋がる事業
所立地の促進

農林産物や自然、文化
歴史などの地域資源の
再発掘 

新たな栗東ブランドの創出の検討 

メディアの取材誘致 

地域ブランドの情報発信 

消費者の関心をひきつけるようなオリジ

ナル商品など、新たな製品や事業に取り

組む企業を支援 

街道や日本中央競馬会栗
東トレーニングセンターな
ど、本市にある地域資源を
生かした各種観光事業の
展開 

他府県のイベントにも参加し、本市が持つ観光資源のPRを積

極的に行うことにより、本市の経済活性化に努める 

観光客向けのマップやパンフレットの充実、
観光案内所、道の駅などでの情報提供、案
内標識の設置 

空き家を利用した店舗経営 

イベントの開催の検討（東海道ほっこりまつりは開催済み） 

有料老人ホームなど、来訪者を増加させるのに効果的

な事業を行う施設の誘致 
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